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研究成果の概要（和文）：COVID-19パンデミックにより、クリニカル・クラークシップでの受持患者数等の学生
の診療実績は大幅に減少したが、基本的診療技能や指導体制に対する学生の主観的評価の低下は軽度に留まり、
一方、総合的満足度は年々上昇して2023年には過去最高となった。自由記載では、対面実習中止や診療現場立ち
入り制限の代替えとしてのレクチャーの充実による体系的な知識修得を肯定的に捉えている意見が多くみられ
た。学生は診療参加による技能・態度領域の修得よりも、その結果得られる体系的な知識修得を重視する傾向が
あり、診療現場指導・評価方法の新たな導入に際しては、そのような学生の志向性を十分理解して進めることが
必要である。

研究成果の概要（英文）：Due to the COVID-19 pandemic, students' clinical performance, such as the 
number of patients treated during clinical clerkships, has decreased significantly, but the decline 
in students' subjective evaluations of basic clinical skills and the teaching system has only been 
mild, while overall satisfaction has increased year by year, reaching an all-time high in 2023. In 
the free-form comments, many people positively viewed the acquisition of systematic knowledge 
through enhanced lectures as an alternative to the cancellation of face-to-face training and 
restrictions on access to clinical sites. Students tend to place more importance on the acquisition 
of systematic knowledge that results from participating in clinical practice than on the acquisition
 of skills and attitudes, so when introducing new methods of teaching and evaluation in clinical 
sites, it is necessary to fully understand the inclinations of such students.

研究分野： 医学教育

キーワード： 診療参加型臨床実習

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではクリニカル・クラークシップにおける新しい診療現場指導・評価法の導入の教育効果を検証すること
を目的としたが、COVID-19パンデミックの影響により、学生の診療参加が大幅に制限されることが教育効果に与
える影響を観察することができた。本研究によって、学生は診療参加による技能・態度領域の修得よりも、その
結果得られる体系的な知識修得を重視する傾向があることが明らかとなった。このことは、コロナ禍収束をうけ
て診療現場指導・評価方法の新たな導入が加速されている現況において、重要な示唆を与えるものであり、学術
的ならびに社会的意義が大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、医師に求められる知識・技能が爆発的に増加するとともに、プロフェッショナリズム
を含めた態度・行動領域の能力・資質の修得が重要視されている状況を受け、卒前医学教育では、
診療参加型臨床実習（クリニカル・クラークシップ）の充実が強く求められるようになった。具
体的には、医学教育分野別評価基準や医学教育モデル・コア・カリキュラムに基づいて、実習週
数の増加、内科、外科、精神科、産婦人科、小児科、家庭医療・総合診療科、救急科等の主要な
診療科における実習期間の確保、miniCEX、実習ログ・ポートフォリオ、指導者との振り返りセ
ッション等で構成される診療現場での指導ならびに評価法の導入が進められている。 
 
(2) しかしながら、学生ならびに指導者の双方が、診療現場教育に必ずしも習熟しているとはい
えない状況において、クリニカル・クラークシップの週数増加や新たな教育手法の導入を一方的
に進めることは、教育の形骸化を惹起するリスクがある。そこで、2018 年度以降に予定されて
いる主要な診療科を中心としたクリニカル・クラークシップでの実習週数や経験症例数の増加
と、miniCEX や実習ログ・ポートフォリオ等を活用した新たな診療現場での指導・評価法の導入
が、学生の満足度や学修成果の向上等、教育の質の改善に寄与するか否か、さらにはそれらの問
題点・課題ならびにその解決法は何かということを学術的「問い」として設定した。 
 
２．研究の目的 
(1) 本学では 2018 年 1 月からクリニカル・クラークシップの週数を増やし、miniCEX、実習ロ
グ・ポートフォリオ、指導者との振り返りセッションの導入等、新しい指導・評価の方法を導入
した新しいカリキュラムを開始しており、本研究の目的は、実習週数の増加、内科、外科、精神
科、産婦人科、小児科、家庭医療・総合診療科、救急科等の主要な診療科における実習期間の確
保により、学生の経験症例数が飛躍的に増加する状況において、新たな診療現場指導・評価法の
導入が、学生の満足度や学修成果に及ぼす影響を明らかにすることである。さらには、その問題
点を見出し、それを解決する新しいプログラムの開発をはかることである。 
 
(2) しかしながら、この新しいクリニカル・クラークシップが診療現場に本格的に浸透すること
が期待されていた時期に新型コロナウイルス感染症パンデミックが発生し、状況が一変した。
2020 年 1～12 月の 4～5 年次必修では 45 週中 15 週、2020 年 1～7 月の 5～6 年次選択では 20 週
中 14 週で診療現場実習・患者接触が中止となり、2021 年 1～12 月の 4～5 年次必修では 45 週中
10 週、2021 年 1～7 月の 5～6 年次選択では 20 週中 12 週で診療現場実習が中止あるいは大幅制
限となり、課題学習あるいはオンラインで代替となった。2022 年 1～12 月の 4～5 年次必修は 45
週中 11 週が対面実習中止あるいは患者との接触禁止となり、それ以外の期間においても、患者
との接触は 1 日 15 分以内に制限された。この制限は 2023 年 3 月まで続き、それが解除された
以降も臨床実習学生の診療参加は停滞したままであった。このため本研究は実施方法を再検討
せざるを得なくなったが、学生の診療現場教育が大きく制限されるという過去に例のない状況
に着目し、その状況が教育効果に及ぼす影響を明らかにすることで目的を達成する方針とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 診療現場での新しい指導・評価方法を導入するために、2018～2019 年度には、miniCEX、診
療手技（採血、縫合・結紮、手術手洗い・清潔手袋装着、心電図記録）、症例プレゼンテーショ
ン、診療録記載、患者説明の評価表を開発・作成し、クリニカル・クラークシップの実習週数を
増やした新しいカリキュラムを履修する医学生を対象として、臨床実習での活用を促した。 
 
(2) 診療参加型臨床実習を履修した学生を対象として、担当患者数、単独で病歴を聴取した患者
数、単独で身体診察した患者数、カルテ記載した患者数、カンファレンスで症例提示した患者数、
病状説明に立ち会った患者数等の臨床実習実績、基本的診療技能（病歴聴取、身体診察、カルテ
記載、症例提示、医療手技）、診療参加についての自己評価、指導体制・指導状況についての学
生の評価、学生の満足度、学生の自由記載意見等のデータを収集・分析した。 
 
(3) 2018 年度から診療現場評価を積極的に導入した新カリキュラムを開始したため、その新カ
リキュラムでのクリニカル・クラークシップを履修した学生と、旧カリキュラムでクリニカル・
クラークシップの履修を修了した学生を比較した。 
 
(4) 2020 年度以降は新型コロナウイルス感染症パンデミックにより、診療現場教育は大きく制
限されたため、上記のデータ収集を継続し、コロナ禍前と比較することで、診療現場教育の交代
による教育効果への影響を解析した。 
 
４．研究成果 
(1) 2018 年度に収集したデータによる主成分分析では、学生の満足度を規定する因子として、



臨床医として模範的な指導医、適切な指導体制、指導医から適切な指導が抽出され、学生の経験
症例数との関係は乏しかった。これらの結果から、クリニカル・クラークシップにおいて、指導
と一体となった診療現場評価を重視する方向へシフトすることが、教育効果の向上に寄与する
と考えられた。 
 

(2) 診療参加型臨床実習後 OSCE において症例プレゼンテーション、診療録記載、患者説明の評

価結果が特に低い学生は観察評価も低いことが確認でき、本研究で作成した評価表による診療

現場評価が学修到達度の低い学生の抽出とその指導に有効である可能性が示唆された。 

 

(3) 2011 年度以降、年々減少していた臨床実習実績は、2019 年度は増加に転じ、さらに、2014

年度以降年々低下していた学生の満足度も 2019 年度は向上していたことから、指導と一体とな

った診療現場評価を積極的に導入することが、教育効果の向上に寄与すると考えられた。 

 

(4) 2020 年における学生の臨床実習実績は、前年と比較して、担当患者数-16.0%、病歴聴取患

者数-47.2%、身体診察患者数-48.4%、カルテ記載患者数-49.4%、カンファレンス症例提示患者数

-38.2%、病状説明立会患者数等-48.9%

と大幅に減少した（図 1）。一方、基本

的診療技能や指導体制に対する学生

による主観的評価（1～5 点）は、病歴

聴取、身体診察、カルテ記載、症例提

示は約 0.5 点の低下、医療手技、診療

参加は約 0.4 点の低下であり、その影

響は小さく、指導体制については約

0.25 点の低下に留まった（表 1）。こ

れらは 2021 年も同様であった。2022

および 2023 年については、実習実績

は増加傾向であるがコロナ禍前のレ

ベルには戻っていなかった。また、学

生の主観的評価はすべての項目で 2021 年度よりも低下していたが、その低下度は軽度であった。 

(5) 総合的満足度（100 点満点）については、コロナ禍前である 2018～2019 年の平均の 77.1 点

と比較して、コロナ禍による診療参加の大幅な制限にもかかわらず、2020 年 80.2 点、2021 年

80.1 点、2022 年 85.6 点、2023 年 86.7 点と年々上昇し、2023 年は過去最高点となった（図 2）。 

 

(6) 自由記載の分析では、
対面実習中止を残念に思
う意見が多数見られる一
方で、レクチャーの充実に
より体系的な知識修得を
肯定的に捉えている意見
が多くみられ、これが総合
的満足度の上昇に繋がっ
たと考えられた。 
 
(7) 上記の結果は、学生は
診療参加による技能・態度領域の修得より
も、その結果得られる体系的な知識修得を
重視する傾向があることを示している。し
たがって、診療現場における指導方法や評
価方法の新たな導入に際しては、一方的な
方法の導入だけに留まることを避け、学生
の志向性を理解して、学習者が何をどこま
で理解し修得したかを指導者が常に把握
することが重要であることを示している。 
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